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Ⅰ 趣 旨 

 

  公立大学法人兵庫県立大学は、2013 年４月に公立大学法人に移行し、第一期中期計

画のもと、特色ある県立大学づくりに取り組んできた。 

  教育では、時代の変化や社会のニーズに即応した学部再編や大学院の開設、所属学

部以外にも学びの機会を拡げ、リーダーとして活躍するために必要な能力を修得する

副専攻の開講等により、幅広い教養を身につけ、地域社会や国際社会で活躍できる人

材の育成に取り組んできた。 

  研究では、県内に存する高度な研究基盤や地域資源を活用し、先端研究を推し進め、

研究成果の発信に取り組んできた。  

  社会貢献では、兵庫における知(地)の拠点として、自治体や企業・団体、研究機関

等と連携を図りながら、新産業の創造・地域の再生や活性化等、地域社会の発展に貢

献すべく取り組んできた。 

 

兵庫県が策定した第二期中期目標は、「豊かな人間性を備えた創造的な人材を育成し、

あわせて学術的な新知見を国内外に発信し、もって地域の発展と我が国の繁栄、ひい

ては世界、人類の幸せに貢献すること」を基本目標に掲げるとともに、今後一層目指

すべき大学像として、 

①  国内外で自立し活躍する次代を担うリーダーを育成する大学 

②  次代を切り拓く先導的・創造的な研究を推進する大学 

③  兵庫の強みを生かし、地域の未来の活力創出に貢献する大学 

を示している。 

 

   本学が創立時に掲げた基本理念を礎に、第二期中期目標の達成を目指すとともに、

創立 10 周年・創基 85 周年（2014 年）に定めた「兵庫県立大学創基 100 周年ビジョ

ン」の実現に向け、第二期中期計画を策定した。 

第二期中期計画の基本計画について、第二期中期目標における「今後一層目指すべ

き大学像」の区分に従い以下に示す。 
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【基本計画】 

① 国内外で自立し活躍する次代を担うリーダーを育成する大学 

  第二期中期計画のスタートと同時に学部を統合再編し、「国際商経学部」と「社会情

報科学部」の２学部を開設する。これらの新学部においては、グローバル化や情報科

学技術の進展に対応した教育を着実に推進していく。 

また、このような改革を全学的な取組へと拡げ、グローバル社会で活躍できるリー

ダーや地域の発展に貢献し地域を支える人材等、幅広い教養や高い専門性に加え、豊

かな人間性と公共の精神も備えた、創造力と自律性を有する人材を育成するとともに、

今後も社会のニーズに的確に対応した教育改革に取り組んでいく。 

 

② 次代を切り拓く先導的・創造的な研究を推進する大学 

  本学が有するニュースバルをはじめ、SPring-8、SACLA、スーパーコンピュータ「京」

等、県下に集積する研究基盤と兵庫の特色ある地域資源を活用し、世界最先端の研究

を推進する。 

また、異分野間の融合を重視した学際的研究や国内外の大学・研究機関との共同研

究等により、先導的・創造的な研究を推進し、未来の産業構造と社会変革に向けた新

たな価値の創出に取り組み、革新的な研究成果を世界に向けて発信する。 

 

③ 兵庫の強みを生かし、地域の未来の活力創出に貢献する大学 

本学の持つ知的資源を広く社会に還元し、兵庫における知(地)の拠点として、産学

官連携による新産業の創造や地域経済の振興、県民に対する生涯学習機会の提供等を

通じた地域の再生・活性化、外国人留学生を含む本学で学んだ学生の地元企業への就

職の促進等、地域社会が求める人材の輩出、さらには震災の経験と教訓を踏まえた安

全・安心な地域社会の構築等、兵庫をフィールドに社会の発展や課題解決に貢献する。 

 

ＩoＴ･ビッグデータ･人工知能の活用、グローバル化の急速な進展、本格的な人口減少

社会の到来等、大学を取り巻く環境がかつて経験したことのないスピードで変化する中、

第二期中期計画を着実に推進し、県民や社会からの負託に応えていくため、理事長･学長

のリーダーシップのもと、教職員が一丸となって全学的な大学改革に取り組んでいく。 

そのような取組を進めることにより、社会において存在感を発揮し、「兵庫県立大学創

基 100 周年ビジョン」の基本方向である、①学生や卒業生から誇りとされる大学、②地

域や自治体から「知(地)の拠点」として信頼される大学、③企業や団体から有為な人材

を輩出すると評価される大学として、公立大学のトップクラス、そして世界水準の大学

の実現を図る。 
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１ 教育に関する措置 ～国内外で自立し活躍する次代を担うリーダーを育成する大学～ 

(1) グローバル社会で活躍できる人材の育成 

  ①〔全学的なグローバル教育の推進〕 

    全ての科目を英語で学び専門の学位（経済学）を取得するグローバルビジネスコース、実践

的な英語コミュニケーション力やグローバルリーダーとなるための素養・能力を身につける

副専攻のグローバルリーダー教育プログラム（ＧＬＥＰ）等を中心として、国際的課題に対応

できるコミュニケーション力を有した人材を育成する。 

また、学生の自律的かつ継続的な英語学習を支援する取組を全学的に推進する。 

   ②〔海外留学の促進と留学生等の受入の拡大〕 

    海外の大学との学術交流協定の締結を積極的に推進し、海外インターンシップや海外語学

研修等、学生の更なる海外留学を促進する。 

また、国際学生寮に設置する国際交流センターにおける教育・交流プログラムの充実を図る

等、留学生や外国人研究者の受入に配慮し、留学生等の受入の拡大に努める。 

  

(2) 地域のニーズに応える専門人材の育成 

③〔地域の特色を生かした連携教育の推進〕 

    兵庫の地域課題を体系的に学習し、地域と協働して実践的に活躍する力を育成する副専攻

の地域創生人材教育プログラムや、防災マインドを持ち、被災地や地域社会で役立つ現場力や

実践力を育成する副専攻の防災リーダー教育プログラムをはじめ、地域の課題を解決し、地域

や社会に貢献できる人材を育成する。   

  ④〔大学院における専門教育の充実〕 

大学院において、減災復興リーダーや災害看護リーダーの育成に努める等、高い専門性や特

色ある学問領域での識見を持ち、社会の課題に挑戦的に取り組む幅広い教養を持った高度な

専門人材の育成を推進する。また、社会人を対象に大学院における学び直しの機会を提供する

リカレント教育の充実を図る。   

 

(3) 高度な専門性を有する人材の育成 

 ⑤〔社会の変化に的確に対応した大学院改革等の検討〕 

    急速なグローバル化や高度情報化社会の進展等、社会の変化に的確に対応し、魅力ある教育

研究を進めるため、経済・経営系大学院や情報系大学院、理学系大学院等について一体的な改

革を検討する。また、学部・学科についても、常に時代に即応した再編等を検討する。   

⑥〔国際商経学部・社会情報科学部の開設と充実〕 

    2019 年４月に開設する国際商経学部と社会情報科学部において、カリキュラムポリシーに

基づく教育を着実に推進するとともに、グローバル化やＩＣＴ等の日々の進展も踏まえなが

ら、常に教育内容の充実を図り、社会を変革できる人材を育成する。 

Ⅱ 教育、研究及び社会貢献に関する目標を達成するためにとるべき措置 
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(4) 総合大学の強みを生かした幅広い知識を有する人材の育成 

⑦〔全学共通教育の充実〕 

  創基 100 周年ビジョンに掲げる基本方向「社会から信頼され評価される、世界水準の大学」

の実現に向け、全ての学生にとって必要な幅広い視野を養うとともに、豊かな人間性の涵養と

課題探求能力の向上に資する教育を実施する。 

⑧〔学部横断教育の推進〕 

    学際的な教育活動を促進し、学問的な視野を広げ、幅広い教養を兼ね備えた創造力のある人

材を育成するため、総合大学の強みを生かし、学際的・複合的な専門分野において他学部科目

を履修できる学修環境の整備を検討する。 

⑨〔学部と独立系大学院等の連携の推進〕 

    各学部と独立系大学院等との共同研究の実施等を通じて、学生・教職員等の一体感の醸成を

図るとともに、学部や研究科、キャンパスの枠を超えた教育活動の連携・交流を推進する。 

  

(5) 人材育成に向けた教育システムの充実 

  ア  時代の変化に対応した人材育成の仕組みづくり 

⑩〔教学ＩＲの実施による教育改革の推進〕 

全学機構を中心として、各種教学データを多角的に分析する教学ＩＲを実施し、教育課程の

体系化や教育方法の改善に努める等、社会から求められる県立大学を目指した教育改革を推

進する。 

  ⑪〔優秀な学生の確保と大学入試改革の推進〕 

明確な入学者受入方針（アドミッションポリシー）を掲げ、優秀な学生の確保に努めるとと

もに、学力の３要素（知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性・多様性・協働性）につ

いて、多面的・総合的に評価する入試制度の導入を図る。また、多様な入試制度にも対応でき

る体制の整備を進める。 

   

イ  多様な学生のニーズに的確に対応した支援の実施 

⑫〔多様なニーズに対応した学生生活の支援〕 

学生の心の悩み・ハラスメント等に対応する相談支援体制を強化するほか、経済的支援が必

要な学生に対する授業料免除制度の見直しを図る等、学生生活に関する計画的な実態調査の

結果も踏まえ、学生の多様なニーズに対応した制度を検討し、充実した学生生活を支援する。   

  ⑬〔総合的なキャリア形成及び就職支援の強化〕 

入学時から一貫したキャリア教育を推進し、将来の進路選択やキャリア設計に対する意識

の醸成を図る。また、各キャンパスキャリアセンターによる支援を充実させるほか、インター

ンシップへの派遣、県内を中心とした魅力ある企業の情報発信、第二新卒者等への就職支援等、

総合的なキャリア形成・就職支援の強化を図る。 
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⑭〔障がい学生等に対する支援体制の整備〕 

障がいの有無、性別・年齢・国籍の相違等に対し、学生・教職員の意識啓発・理解促進を進

めるとともに、支援を要する学生への支援体制の整備に努め、全学的にダイバーシティを推進

する。 

  ⑮〔学術情報環境の充実〕 

情報処理教育をはじめとした学術情報環境の充実を図るため、情報システムの運営管理体

制の整備・一元化に取り組む。 

 

 ウ  中高大連携の推進 

⑯〔中高大連携教育及び附属中学・附属高校の教育課程の充実〕 

附属中学・附属高校の利点を最大限に発揮するため、学部・研究科が有する教育研究資源を

活用した中高大連携教育の充実を図るとともに、中高一貫教育の優位性を生かした更なる特

色化や学力の向上に資する教育課程の構築を検討する。   

 

２ 研究に関する措置 ～次代を切り拓く先導的・創造的な研究を推進する大学～ 

(1) 高度な研究基盤を活用した先端研究の推進 

⑰〔先端医工学研究センターを基盤とした革新的な医工学の研究開発〕 

先端医工学研究センターを医産学連携の拠点とし、医療現場と密接に関連して高度な教育

研究を行うとともに、先端的な医療機器や医療情報技術を開発する等、ものづくり産業の振興

を推進する。また、2022 年度に開院予定の県立はりま姫路総合医療センター（仮称）内に移

転・拡充し、同センターとも連携して医工学研究の更なる進展を図る。 

⑱〔金属新素材研究センターを拠点とした新素材の研究開発〕 

金属素材製造・加工企業が集積し、「ひょうごメタルベルト」を形成する地域の特徴を生か

すため、付加価値の高い新素材の研究・開発を行う拠点として、県立工業技術センターのサテ

ライト『金属新素材研究センター』を新たに整備し、硬度・耐熱性・微細加工性に優れた金属

粉末や３Ｄ造形技術の実現を目指す。  

⑲〔ニュースバル等の多様な研究基盤を生かした先導的な研究の推進〕 

本学が有するニュースバル（軟Ｘ線）、西はりま天文台「なゆた望遠鏡」や、SPring-8（硬

Ｘ線）、SACLA（Ｘ線自由電子レーザー）、スーパーコンピュータ「京」等、県下に集積する多

様な研究基盤を生かし、国内外の大学や企業等とも連携して、未来を創造する先導的・創造的

な研究を推進する。  

 ⑳〔全学的な異分野融合の推進〕 

特色ある研究領域や先端的な研究施設を有し、県下全域に拠点を持つ総合大学としての強

みを生かし、外部人材の活用も含めて、各部局の枠を超えた研究者の交流を促進するとともに、

分野横断・学際的研究プロジェクトを推進する。特に、本学は特徴的な情報系の組織を有する

ため、ＩＣＴの分野において全学的な連携を強化し、研究の深化を図る。 



- 6 - 
 

  ㉑〔学学連携の推進によるイノベーションの創出〕 

地域の国公私立大学や高等専門学校等と、設置形態を超えて、各教育機関の強みを生かした

組織的な連携を深め、共同研究や産学連携活動等、社会的課題の解決に取り組み、イノベーシ

ョンを創出する。   

㉒〔研究活動の活性化による研究水準の更なる向上〕 

全学的な研究水準の更なる向上を目指し、査読付き論文数等の研究成果について目標を定

めて取り組むほか、附置研究所の更なる発展に向け、改編も視野に見直しを検討する等、研究

活動の活性化を図る。  

 

 (2) 地域資源を活用した研究の推進 

㉓〔県内各地の地域資源を活用した研究の推進〕 

   コウノトリの郷公園をはじめ、人と自然の博物館、森林動物研究センター、淡路景観園芸学

校、先端食科学研究センター等、県内各地に分散する地域資源を活用した研究施設を拠点とし

て、県や地元自治体とも連携しながら、地域課題の解決に向けた研究を推進する。 

  

(3) 兵庫の先進的な取組を活用した研究の推進 

㉔〔防災に関する研究の推進〕 

減災復興政策研究科を拠点として、国内外の研究機関とも連携し、減災復興に関する実践的

な研究活動を推進する。 

また、ＷＨＯ協力センターでもある地域ケア開発研究所においては、保健医療分野や災害・

防災分野における健康維持活動に関する研究を推進する。  

㉕〔看護に関する研究の推進〕 

医療情報のビッグデータ解析を導入し、保健行動の改善をもたらして医療費の抑制を図る

等、新たな看護のアプローチ方法を開発し、効率的で段階的な医療・看護の提供に結びつける。  

   

３ 社会貢献に関する措置 ～兵庫の強みを生かし、地域の未来の活力創出に貢献する大学～ 

(1) 未来社会を先導する産学官連携の推進 

 ㉖〔産学官連携活動の推進〕 

神戸地区に、ＩＣＴをはじめとした都市型産業との連携拠点を新たに設けるほか、産学連

携・研究推進機構が中心となって、企業、民間団体、自治体、産業支援機関（新産業創造研究

機構[ＮＩＲＯ］、ひょうご産業活性化センター、商工会議所・商工会等）との連携を強化し、

地元産業界と一体となって新産業の創出や県内産業の活性化に取り組む。 

㉗〔成長分野を支援する中核的機能の充実〕 

データ社会の到来に合わせ、総合大学の強みを生かし、データの収集・解析から活用まで学

際的に、ＡＩ・ビッグデータ・ＩoＴ等の成長分野を支援する中核的機能の充実を図るととも

に、ベンチャー企業との連携、インキュベーションセンターの活用等により、起業レベルから

既存産業の高度化まで、幅広い産業支援を行う。 
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 ㉘〔ニュースバル等の産業利用・産学共同研究の促進〕 

極端紫外線から軟Ｘ線領域に優位性を持つニュースバルの特徴を生かすとともに、県有ビ

ームラインを含む SPring-8 との相互連携を強化し、産業利用・産学共同研究を促進する。  

 ㉙〔知的財産の適切な保護及び研究成果の公表〕 

教職員、学生等による知的財産の積極的な取得・実用化を促進するとともに、知的財産ポリ

シーに基づき、適切に保護・管理を行う。 

また、先導的・創造的な研究成果を広く公表するとともに、その移転・実用化に取り組む。  

㉚〔県立病院等と連携した看護ケアの質的向上〕 

看護サービスの質評価研究の成果を生かして、医療施設等において看護ケアの質的向上や

目標管理を支援し、地域医療の進展に貢献する。また、周産期ケア研究センターでは、県内助

産師の技術向上等に努め、安心安全な周産期を支える。 

 

 (2) 大学が有する資源の地域社会における活用 

  ㉛〔県民ニーズに応える公開講座等の充実〕 

多様な学部・研究科等を有する特色や、県下全域に広がる研究資源を生かし、県民ニーズに

応える各種公開講座を開催するほか、社会人や高齢者を対象とした学習講座を幅広く提供す

る。 

㉜〔自治体・地域団体との連携の強化〕 

自治体や地域団体等からの相談に応じて、地域創生に資する人材・情報・技術を大学内外で

ネットワーク化し、地域連携事業の充実により地域の核となる大学づくりを発展させる。 

   

(3) 次世代の兵庫を担う人材の県内定着など地域の期待に応える取組の推進 

㉝〔県内就職・地元定着を促進する取組の充実強化〕 

本学で学んだ外国人留学生を含め、新規学卒者の県内就職の促進に努めるほか、第二新卒者

のＵターンニーズに適切に対応し、地元への更なる定着を図るため、県内大学・地元企業・地

元自治体等と連携し、インターンシップ事業・人材マッチング事業等の充実強化に取り組む。 
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１ 戦略的経営の推進に関する措置 

(1) 社会ニーズの変化に対応できる体制の構築 

㉞〔戦略的な法人経営体制の整備〕 

理事長のリーダーシップのもとで、理事会や経営審議会の意見も踏まえながら、戦略的な法

人経営を行う体制を推進する。 

㉟〔設立団体との連携〕 

設立団体である県との間で、大学の発展と課題解決に向けた方策等を協議するため、定期的

に総合運営会議を実施する等、法人の業務運営と県行政との連携を確保する。  

㊱〔教員評価制度の運用〕 

部局や研究分野の特性に応じて、研究成果の目標や評価基準を明確化する等、教員評価制度

について改善を図り、教育研究・社会貢献活動等の活性化に資するよう、教員評価制度の効果

的な運用に努める。   

㊲〔任用形態の多様化〕 

多様な任用形態を進めることで教員の質の向上を図るほか、任期付教員制度の見直しを検

討する等、社会の変化に対応した教育研究体制を推進する。   

㊳〔男女共同参画の推進〕 

性別を問わず、教員が教育研究と出産・子育て・介護等のライフイベントを両立するため、

ワークライフバランスに配慮した環境整備を行う。また、多様で優れた教育研究・社会貢献活

動を促進するため、女性教員を積極的に採用する等、男女共同参画を推進する。  

  ㊴〔ＦＤ・ＳＤの推進〕 

組織的かつ個人的な能力の向上に資するＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）・ＳＤ

（スタッフ・ディベロップメント）を推進し、教職員が一体となって教育水準の向上を図る。 

  

(2) 県立大学の魅力発信と知名度向上 

㊵〔戦略的広報の展開によるブランドの構築と知名度の向上〕 

ターゲットに応じて効果的に情報発信する広報活動を戦略的に展開するほか、教育研究・社

会貢献活動の内容や成果について、メディアやホームページ等を通じて広く国内外に積極的

に発信することで大学知名度の向上、ブランドの構築を図る。 

   

(3) 教育研究基盤の計画的な新規投資 

㊶〔最先端工学教育研究拠点の整備による世界水準の教育研究等の推進〕 

老朽化・狭隘化した姫路工学キャンパス施設について、最先端の工学教育研究・人材育成・

地域支援の拠点としての機能強化を目指し、施設の建替整備を計画的に進める。 

 

Ⅲ 管理運営に関する目標を達成するためにとるべき措置   
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２ 効率的経営の推進に関する措置 

(1) 経営資源の重点配分 

㊷〔適切な教職員の配置〕 

教育研究組織の統合・再編やカリキュラム内容の改編等に伴う教員配置の見直し、業務内

容の変化や業務量の変動に伴う事務局組織の見直し等を随時行い、一層柔軟かつ適正な教職

員の配置に努める。   

  ㊸〔外部資金等を活用した先導的・創造的な研究への重点配分〕 

競争的外部資金により獲得した外部資金間接経費等を財源として、先導的・創造的分野に資

金を重点配分し、研究の高度化を図る。 

  

(2) 安全・快適な環境の計画的整備 

㊹〔安全・快適な教育研究環境に係る施設の整備及び機器設備の整備・更新〕 

教育研究環境の改善・充実を図るため、「兵庫県立大学施設整備管理計画」に基づき、計画

的な施設の長寿命化・老朽化対策に取り組むほか、機器設備の整備・更新を進め、先端的な研

究を支援する。 

 

３ 自律的経営の推進に関する措置 

(1) 財務運営の改善 

㊺〔競争的研究資金等への積極的な申請による外部資金の獲得〕 

全学的な研究力の強化を図るため、リサーチ・アドミニストレーターの支援も活用しながら、

競争的研究資金や公募型研究事業へ積極的に申請するとともに、採択率の向上に努める。また、

新領域・学際的な研究の活性化を促進し、大型競争的資金の獲得を目指す。 

㊻〔ふるさと納税制度とも連携した基金の充実〕 

「学生応援基金」を「兵庫県立大学基金」に改め、奨学金をはじめとする学生支援やキャン

パス整備、国際化の推進等も使途の対象とし、県のふるさと納税制度とも連携して、卒業生や

企業等から幅広く寄附金を募り、基金の充実を図る。 

   

(2) 自己点検・評価及び情報の提供 

㊼〔中期計画等の評価への適切な対応及びＰＤＣＡサイクルの確立〕 

  中期計画を着実に推進し、自己点検評価及び県の法人評価委員会の評価等へ適切に対応し

ながら、その改善に向けた取組を進めるＰＤＣＡサイクルの確立を図る。また、併せて中期計

画期間３年経過後に、３年間の総合的な評価を実施し、中期計画の見直しも含めて検討する。 

㊽〔情報公開の推進〕 

    教育研究活動や大学運営状況等に係る情報を整理・蓄積し、適切に公開することにより、県

民・社会への説明責任を果たす。 
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(3) コンプライアンスの推進 

ア 法令の遵守 

㊾〔ハラスメント等の人権侵害の防止〕 

  各種ハラスメントによる人権侵害を防止し、学生や教職員が快適な環境のもとで修学又は

就労できるよう、啓発活動の強化を図り、相談員の充実や教職員に対する研修等に取り組む。 

㊿〔教職員のコンプライアンスの確実な推進〕 

コンプライアンス事案を予防するため、教職員に対し、法令・社会的規範等の遵守の重要性

について、意識啓発を一層徹底する。また、コンプライアンス事案等が発生した際は、関係規

程等に基づき、適切に対応する。 

 

イ 安全管理体制の確保 

○51〔安全・衛生管理の着実な推進〕 

    学生や教職員の安全と健康を確保するため、労働安全衛生法その他関係法令等に基づく安

全・衛生管理に着実に取り組む。   

○52〔ＢＣＰの策定と適切な運用〕 

    南海トラフ地震等、法人全体の運営に重大な影響を及ぼすリスクに対して、事業継続計画

（ＢＣＰ）を策定し、それに基づいて、必要な施設整備や非常用物資の備蓄、避難訓練、安全

管理の啓発等、防災対策を強化する。また、新たなリスク要因が顕在化した場合等、適時適切

な見直しに努める。  

○53〔情報セキュリティ体制の充実〕 

インターネットからのサイバー攻撃等が急速に複雑化・巧妙化している状況を踏まえて、学

内情報システムのセキュリティ強化を図る。 
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１ 予算（2019 年度～2024 年度） 

   

（単位：百万円） 

区      分 金  額 

収入 

 運営費交付金 

 自己収入  

  授業料、入学料及び入学考査料収入 

  雑収入 

 受託研究等収入 

 補助金等収入 

 寄附金収入 

 施設費収入 

              計 

 

４６，５００ 

２６，４００ 

２４，５００ 

１，９００ 

６，０００ 

５００ 

９００ 

１，８００ 

８２，１００ 

支出 

 業務費 

  教育研究費 

  人件費 

  一般管理費 

 受託研究等経費 

 施設整備費 

              計 

 

７４，３００ 

１７，９００ 

５２，７００ 

３，７００ 

６，０００ 

１，８００ 

８２，１００ 

 （注）ただし、各事業年度の運営費交付金については、予算編成課程において当該年度の 

兵庫県の予算編成方針に基づき再計算され、決定される。 

【運営費交付金の考え方】 

    (1) 標準運営費交付金 

   標準運営費交付金 ＝ ① 経常的歳出 － ② 経常的歳入 

     ① … 人件費、教育研究費、施設維持費・運営費 

     ② … 授業料、入学料、入学考査料、公開講座受講料等の諸収入 

     (2) 特定運営費交付金 

   特定運営費交付金 ＝ ① 個性化・特色化を進める事業の財源 ＋ 

              ② 年度により経費が変動する事業の財源  

     ① … 理事長・学長のリーダーシップの発揮、教育と学術研究の振興及び 

地域貢献の推進を図るため、個性化・特色化を進める事業 

     ② … 教員退職手当等 

 

 
Ⅳ 予算、収支計画及び資金計画 
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２ 収支計画（2019 年度～2024 年度） 

   

（単位：百万円） 

区      分 金  額 

費用の部 

 経常費用 

  業務費 

   教育研究経費 

   受託研究等経費 

   役員人件費 

   教員人件費 

   職員人件費 

  一般管理費 

減価償却費 

 臨時損失 

   ８２，４００ 

８２，４００ 

７２，３００ 

１３，６００ 

６，０００ 

８００ 

４１，５００ 

１０，４００ 

３，７００ 

６，４００ 

    ０ 

収益の部 

 経常収益 

  運営費交付金収益 

  授業料収益 

  入学料収益 

  入学考査料収益 

  受託研究等収益 

  補助金等収益 

  寄附金収益 

  資産見返運営費交付金等戻入 

  資産見返補助金等戻入 

  資産見返寄附金戻入 

資産見返物品受贈額戻入 

雑益 

 臨時利益 

   ８２，４００ 

８２，４００ 

４４，８００ 

２１，４００ 

３，７００ 

９００ 

６，０００ 

３００ 

７００ 

１，２００ 

３００ 

６００ 

４００ 

２，１００ 

  ０ 

純利益         ０ 

総利益         ０ 
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３ 資金計画（2019 年度～2024 年度） 

   

（単位：百万円） 

区      分 金  額 

資金支出 

 業務活動による支出 

 投資活動による支出 

 財務活動による支出 

 次期中期目標期間への繰越金 

   ８２，５００ 

７４，１００ 

３，９００ 

    ４，２００ 

      ３００ 

資金収入 

 業務活動による収入 

  運営費交付金による収入 

  授業料、入学料及び入学考査料による収入 

  受託研究等収入 

  補助金等収入 

  寄附金収入 

  その他の収入 

 投資活動による収入 

  施設費による収入 

  その他の収入 

 財務活動による収入 

 前期中期目標期間からの繰越金 

   ８２，５００ 

８０，３００ 

４６，５００ 

２４，５００ 

６，０００ 

５００ 

      ９００ 

    １，９００ 

    １，９００ 

１，８００ 

１００ 

        ０ 

３００ 

 

 

 

 

 

１ 短期借入金の限度額 

   

２０億円 

 

 

２ 想定される理由 

   

運営費交付金の受入遅延及び予見できなかった不測の事態の発生等により、緊急に必要となる 

対策費として借り入れることを想定 

 

 

 

 
Ⅴ 短期借入金の限度額 
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  なし 

 

 

 

 

決算において剰余金が発生した場合は、設立団体との協議により、教育研究の質の向上、学生生

活の充実等、特定目的のために活用する特定目的積立金に積み立てる。 

 

 

 

 

１ 施設・設備に関する計画 

   

 

施設・設備の内容 予定額 財 源 

経年劣化が著しく、緊急対応

が必要な施設・設備の改修を実

施する。 

１，８００百万円 施設整備費補助金 

  金額については見込みである。中期目標を達成するために、必要な業務の実施状況等を勘案した

施設・設備の整備や老朽度合い等を勘案した施設・設備の改修等については、各事業年度の予算編

成過程において決定される。 

 

 

２ 積立金の使途 

   

前中期目標期間繰越積立金については、教育研究の質の向上、学生生活の充実等、特定目的に充

てる。 

 

 

３ 中期目標期間を超える債務負担 

   

なし 

 

 

 

 

 
Ⅵ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

 
Ⅶ 剰余金の使途 

 
Ⅷ その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 
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区 分 指標項目 達成時期 目標値 
参考 

（現状値） 

教  育 

大学入学者志願者倍率 

（学部・一般入試） 
各年度 

公立大学 

全国平均以上 

6.6 倍(H30.3) 

【※全国平均 6.3 倍】 

就職率（学部） 各年度 全国平均以上 
99.3％(H30.3) 

【※全国平均 98.0％】 

留学生数 

派遣人数 最終年度 300 人 189 人(H29 年度) 

受入人数 最終年度 350 人 194 人(H29 年度) 

ＣＥＦＲ_Ｂ２レベル 

到達数 
最終年度 300 人 － 

外国人教員比率 最終年度 ５％ 
1.9％(H30.4) 

【※全国平均 4.4％(H29)】

研  究 

科学研究費補助金の 

申請者率 
各年度 100％ 

85.5％ 

(H30 年度交付分) 

共同研究・受託研究数 ６年間平均 300 件 213 件(H29 年度) 

査読付き論文数 ６年間平均 800 本 757 本(H29 年度) 

社会貢献 

地域連携事業の実施件数 ６年間平均 350 件 297 件(H29 年度) 

公開講座の延べ受講者数 各年度 1,500 人 705 人(H29 年度) 

管理運営 

外部資金獲得額 ６年間平均 20 億円 17.2 億円(H29 年度) 

メディアに取り上げ 

られた件数 
各年度 600 件 496 件(H29 年度) 

女性教員比率 最終年度 25％ 21.4％(H30.3) 

 

 

 
◇ 評価指標 


